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奈
良
時
代
束
國
方
言
の
昔
韻
状
態

八
獣
紀
に
お
い
て
、
現
在
の
長
野
・
静
岡
と
愛
知
・
岐
阜
と
の
県
境
を
境

と
し
て
、
古
代
日
本
語
に
著
し
い
方
言
的
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に

当
時
中
央
の
官
僚
知
識
階
級
の
人
び
と
の
注
意
と
輿
味
と
を
引
い
て
ゐ
た
。

そ
し
て
、
現
在
に
お
い
て
も
、
こ
の
方
言
境
界
線
が
本
州
東
部
方
言
と
本
州

西
部
方
言
と
の
境
界
線
に
ほ
ぼ
該
当
し
て
ゐ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ

ろ
。
し
か
し
な
が
ら
、
八
世
紀
に
お
い
て
は
、
方
言
的
差
異
は
、
言
語
的
性

格
に
お
い
て
、
現
在
よ
り
も
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
和
地
方

を
中
心
と
す
る
当
時
の
西
部
日
本
地
域
一
帯
の
古
代
日
本
語
に
見
ら
れ
る
、

所
謂
甲
乙
両
類
の
仮
名
の
区
別
に
現
れ
た
音
韻
的
対
立
及
び
母
韻
胴
和
の
痕

跡
が
、
東
部
日
本
の
東
国
方
言
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
苔
語
事
象
に
対
す
る
解
明
は
、
日
本
列
島
に
お
け
る
原
始
社
会
や
原

始
文
化
の
発
展
過
程
及
び
日
本
民
族
や
日
本
古
代
国
家
の
形
成
過
程
に
お
け

る
諸
事
象
の
二
環
と
し
て
連
関
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て

(
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妥
当
な
答
が
得
ら
れ
る
。
か
く
て
、
右
の
言
語
事
象
は
、
必
す
し
も
一
言
語

内
の
単
な
る
方
言
分
派
の
結
果
と
は
考
へ
ら
れ
ず
、
基
層
の
言
語
を
異
に
す

る
西
郭
日
本
の
地
域
と
東
部
日
本
の
地
域
と
に
伝
播
し
た
原
始
日
本
語
か
、

各
異
な
る
埜
層
語
の
影
響
を
受
け
た
事
か
最
も
主
要
な
原
因
で
あ
る
と
い
ふ

G
2
>
 

仮
説
を
、
筆
者
は
数
年
来
提
出
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
八
供
紀
に
お
け
る
東
国
方
言
を
構
成
し
て
ゐ
る
言
語
的

諸
要
素
の
事
象
の
う
ち
に
、
基
閣
語
の
痕
跡
乃
至
そ
の
影
響
を
受
け
た
痕
跡

を
少
し
で
も
認
め
る
こ
と
か
で
送
れ
ば
、
筆
者
の
仮
説
は
、
そ
の
確
実
性
が

保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
は
、
資
料
は
乏
し
い
が
、
八
世
紀
の
東

国
方
言
に
お
け
る
言
語
現
象
を
で
き
う
る
限
り
動
態
的
に
考
察
す
る
こ
と
が

何
よ
り
も
要
請
さ
れ
る
。
西
部
日
本
地
域
の
古
代
語
を
代
表
す
る
大
和
地
方

の
中
央
語
で
は
、
四
段
活
用
及
び
サ
変
活
用
の
動
詞
に
助
動
詞
:
ソ
]
が
付

く
場
合
、
甲
類
相
当
の
工
列
音
に
付
く
の
で
あ
る
が
、
東
国
方
言
で
は
四
段

活
の
動
詞
に
「
る
」
叉
は
「
り
」
が
付
い
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
「
る
」
「
り
ー
一

が
ア
列
音
に
付
く
こ
と
が
し
は
し
ば
見
ら
れ
る
。
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ゲ

な
ほ
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
中
央
語
系
の
「
着
る
」

・
助
動
詞
「
ケ
リ
」
が
一
カ
ル
」
「
カ
リ
」
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。

ナ

ナ

ヘ

（

）

ル

ア

カ

ッ

キ

ニ

四
四
三
一
奈
奈
弁
加
流
（
昔
年
防
人
歌
）
四
三
八
九
阿
加
都
粗
爾

0
リ

迦
理
（
下
総
）

以
上
の
事
例
に
お
い
て
、
甲
乙
両
類
の
区
別
が
あ
る
音
節
で
は
片
仮
名
は

甲
類
、
平
仮
名
は
乙
類
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
乙
類
「
ヘ
・
ベ
」
に
は
◎
◎

を
用
ひ
、
区
別
が
無
い
音
節
は
片
仮
名
を
当
て
た
。
以
下
こ
れ
に
従
っ
て
表

記
す
る
。

ま
た
、
東
国
方
言
で
は
、
中
央
語
の
形
容
詞
の
未
然
形
及
び
已
然
形
の
活

用
語
尾
の
甲
類
「
ケ
」
か
「
カ
一
と
な
っ
て
る
る
も
の
が
多
い
。
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『
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ホ
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一
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五
三
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安
夜
抱
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四
四
ニ
―

ィ
キ
ッ
ク
』
‘
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伊
伎
都
久
之
可
婆
（
武
蔵
）

次
に
、
名
詞
・
助
詞
に
お
い
て
も
語
を
限
つ
て
こ
の
事
象
か
現
れ
て
ゐ
る

も
の
が
あ
る
。
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四
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奈
流
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武
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四
四
一
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伊
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み

二

、

1
0
4
,
p
1
-
P
ハ

呂
爾
波
（
武
蔵
）
四
四
二
三
伊
波
奈
流
伊
毛
波
（
武
蔵
）
四

9

0
の

イ

モ

ろ

ッ

ク

シ

0
ャ

四
二
七
伊
波
乃
伊
毛
呂
（
昔
年
防
人
歌
）
匹
四
二
八
都
久
志
波
夜

リ

テ

・

`

}

ヒ

0
n
 
0
ヂ

の

利
弓
一
（
昔
年
防
人
歌
）

i

-

＿
四
九
三
四
比
乃
故
夜
提
能
？
（
未
勘
国
）

最
後
の
「
コ
ヤ
デ
」
は
、
エ
列
音
が
ア
列
音
に
な
っ
た
も
の
か
、
「
ャ
」

と
「
デ
」
の
母
音
交
替
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
か
、
後
者
と
す
れ
ば
、
甲
類

の
「
へ
」
に
対
応
す
る
「
ハ
」
の
一
音
に
限
ら
れ
、
そ
れ
も
助
詞
「
へ
」
の

一
例
を
除
け
ば
、
他
の
六
例
は
す
べ
て
「
イ
ハ
（
家
）
」
の
二
語
に
限
ら
れ

て
ゐ
る
。
し
か
も
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
、

で
あ
る
。

原
始
日
本
語
は
、
四
段
・
サ
変
・
ナ
変
・
ラ
変
に
お
い
て
は
、
語
幹
が
子

音
終
止
で
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
ふ
仮
説
が
か
な
り
有
力
で
あ
る
こ
と
は
、
専

門
家
の
間
に
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な
学
説
に
従
っ
て
、
例
ヘ

は
「
降
ラ
ル
（
三
三
五
一
）
」
は
fur
に
ari
(
あ
り
）
か
磁
合
し
た
も
の
の

連
体
形
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
ろ
。
即
ち
、
前
記
に
列
挙
し
た
事
例
は
、

中
央
語
系
に
お
い
て
は
四
段
活
・
サ
変
の
動
詞
の
命
令
形
に
助
動
詞
「
り
」

か
付
い
た
も
の
に
相
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
中
央
語
系
の
四
段
・
サ
変
動
詞

の
命
令
形
は
甲
類
粗
当
の
工
列
音
で
あ
る
の
で
、
甲
類
の
ゴ
列
音
か
東
国
方

言
で
ァ
列
音
に
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
エ
列
音
が
ア
列
音
に
発
音
さ
れ
た
の
で

は
な
く
、
子
音
で
終
は
る
語
幹
に
[

4

の
り
」
が
融
合
し
た
古
形
の
痕
跡
で
あ

G

3

)

 

る
と
見
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ほ
疑
問
が
残
る
の
は
、
ラ
行
の
活
用

賠
尾
一
る
」
「
り
」
が
付
く
場
合
だ
け
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
形
容
詞
の
未
然
・
已
然
両
形
の
甲
類
「
ケ
」
が
「
力
」
と
な
っ
て
ゐ
る
現

象
と
無
関
係
で
あ
る
か
否
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ら
う
。
ま
た
、
「
イ
ハ

（
家
）
」
「
ハ
（
方
向
を
示
す
助
詞
「
へ
」
）
」
の
如
く
、
体
言
・
助
詞
の
無
活

用
語
に
事
例
が
見
出
さ
れ
、
旦
つ
特
定
の
音
と
語
と
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と

と
も
一
往
合
せ
て
考
察
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
ま
た
、
中
央
語
系
で
は
ア
列

音
か
乙
類
相
当
の
二
列
音
と
交
替
す
る
事
象
が
見
ら
れ
る
が
、
甲
類
相
当
の

ェ
刻
音
と
は
交
替
し
な
い
。
し
か
る
に
、
東
国
方
言
に
お
け
る
前
記
の
事
象

は
、
乙
類
相
当
の
工
列
音
に
硯
れ
る
の
で
は
な
く
、
い
づ
れ
も
甲
類
相
当
の

工
列
音
に
限
り
親
れ
て
ゐ
る
の
で
、
両
者
の
事
象
は
無
関
係
で
あ
る
と
見
ら

(
4
]
)
 

れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
、
東
国
方
言
に
お
け
る
エ
列
母
音
の
性

質
が
明
か
に
な
っ
た
上
で
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

一
イ
ハ
」

「
へ
」
と
も
無
活
用
語
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そ
れ
で
は
、
中
央
語
の
甲
類
工
列
音
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
に
蜆
九
て
ゐ
る

東
国
方
芦
累
の
ア
列
音
の
母
音
の
音
価
は
ど
う
い
ふ
も
の
で
あ
ら
う
か
。
し
か

し
て
、
東
国
万
言
の
方
己
的
性
格
を
考
察
す
る
場
合
、
考
慮
す
べ
苔
こ
と
は
、

同
じ
く
東
国
方
言
と
い
つ
て
も
、
現
在
の
中
部
地
方
の
長
野
・
静
岡
両
県
に

相
当
す
る
地
域
、
特
に
静
岡
県
に
相
当
す
る
拙
域
と
関
東
地
方
の
諸
県
に
相

当
す
る
地
域
と
で
は
、
著
し
い
差
異
が
あ
り
、
ま
に
関
東
地
方
で
も
山
岳
丘

陵
地
帯
と
海
岸
平
原
地
帯
と
の
地
域
と
で
は
差
異
か
見
ら
れ
、
且
つ
各
の
国

(
L

こ

に
よ
っ
て
少
差
が
硯
れ
て
ゐ
る
頷
向
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
殊
に
音
韻
の
上

で
著
し
い
。
し
た
歩
つ
て
、
中
央
語
の
甲
類
工
列
音
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
に

親
れ
て
ゐ
る
東
国
万
言
の
ア
列
音
の
母
音
の
音
価
の
考
定
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
差
異
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
先
づ
東
国
方
言

に
苓
け
る
工
列
母
音
の
音
価
を
考
へ
て
ふ
る
必
要
か
あ
る
。

東
国
方
言
に
お
い
て
、
エ
列
母
音
の
甲
類
ー
ケ
・
ゲ
・
ヘ
・
ベ
・
メ
」
が

そ
れ
ぞ
れ
乙
類
一
け
・
げ

•
8
.
e
．
め
」
に
な
っ
て
ぬ
る
事
例
を
挙
げ
る

こ
と
に
す
る
。

A
、

名

詞

四
一
二
三

0
気
布
（
相
模
）
四
一
―
ー
四
七
伊
閉
（
上
総
）
四
一
二
五

゜

ニ
美
知
乃
倍
乃
？
・
（
上
饂
四
三
互
三
伊
倍
加
戸
定
（
上
総
）

四
一
一
五
三
伊
倍
其
登
（
上
総
）
四
三
七

0
須
米
良
（
常
陸
）

四
三
七
九
須
倍
（
下
野
）

B
、
動
詞
の
梧
幹。

四
三
五

0
加
倍
理
（
上
総
）

四一
-

1

七
二
可
閉
和
（
常
陸
）

＝ 

゜

四
一
二
七
一
一
可
閉
理
（
常
控
）

C
、
動
詞
の
語
尾

゜

四
三
四
七
奈
我
波
気
流
（
上
総
）

（
上
野
）

D
、
形
容
詞
の
語
尾。

四
四
一
九
古
志
気
毛
波
母
（
武
蔵
）

E
、

助

詞

四
四
一
『
一
都
久
之
倍
夜
里
弓
（
武
蔵
）

F
、
接
尾
辞

。

四
三
五
几
都
久
之
閉
爾
（
上
総
）
四
一
＝
七
九
波
麻
倍
（
下
野
）

以
上
の
甲
類
工
列
音
の
母
音
か
乙
類
と
な
つ
て
ゐ
る
ボ
例
を
考
察
す
る

と
、
甲
類
ェ
列
音
が
ア
列
音
と
な
っ
て
ゐ
る
事
例
と
の
間
に
、
全
く
共
遼
す

る
現
象
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
動
詞
の
活
用
悟
尾
に
助
動
詞
「
り
」
又
は
助

動
詞
的
活
用
語
の
「
る
」
一
り
」
か
付
く
も
の
。
動
詞
及
び
動
詞
型
活
用
の

助
動
詞
の
活
用
語
尾
が
ラ
行
音
で
あ
る
も
の
。
形
容
詞
の
活
用
語
尾
「
ケ
」

の
勘
合
。
動
詞
に
助
動
詞
一
，
り
」
叉
は
助
動
詞
的
活
用
語
の
語
尾
一
ー
る
」
が

付
く
も
の
以
外
は
、
疑
問
の
「
コ
ヤ
テ
（
三
四
几
三
）
」
を
除
け
ば
、
エ
列

音
中
、
甲
類
「
ケ
―
―
へ
」
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
。
無
活
用
語
で
は
甲
類

「
へ
」
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
。
し
た
が
つ
て
、
甲
類
ェ
列
音
ケ
・
ヘ
・
メ

中
、
乙
類
二
列
音
及
び
ァ
列
音
に
な
っ
て
ゐ
る
事
象
は
、
甲
類
ケ
・
ヘ
に
限

ら
れ
て
ゐ
て
、
甲
類
メ
か
乙
類
一
め
」
に
な
っ
て
ゐ
る
事
は
あ
る
が
、
マ
音

に
な
っ
て
ゐ
る
事
例
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
以
上
の
事
象
に
お
い
て
、
エ

列
音
が
ア
列
音
と
な
っ
て
ゐ
る
母
音
の
中
に
は
、
そ
の
音
価
か
中
舌
的
a
で

あ
る
も
の
炉
あ
る
か
と
考
へ
ら
九
る
。
し
如
し
な
か
ら
、
上
述
の
音
韻
事
象

に
け
で
は
、
中
央
語
系
の
エ
列
音
杞
当
の
と
こ
ろ
に
現
れ
て
ゐ
る
ァ
列
音
の

音
価
か
す
べ
て
中
舌
約
a
で
あ
る
と
も
、
叉
東
国
方
言
の
ア
列
音
の
音
価
は

。

四
固

0
七
多
延
爾
気
流
可
母
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中
舌
的
ゑ
で
あ
る
と
も
、
推
定
す
る
こ
と
は
で
合
な
い
。
し
か
し
て
、
，
恥
喝
上

の
事
象
が
、
い
づ
れ
も
現
在
の
関
東
地
方
に
属
す
る
地
域
に
の
み
見
ら
が
'

て
、
中
部
地
方
に
属
す
る
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
注
目
に
値
す

る
。
同
じ
く
東
国
方
―
-
＝
口
で
い
つ
て
も
、
関
東
姫
方
の
諸
国
と
中
恕
地
方
に
属

す
る
諸
国
の
問
に
は
、
音
韻
の
上
で
頸
著
な
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に

示
す
環
象
で
あ
る
。
し
た
か
つ
て
、
両
地
域
に
担
け
る
亭
象
は
一
往
区
別
し

て
考
察
す
る
方
炉
安
全
で
あ
る
。

考
察
の
便
宜
上
、
エ
列
音
歪
ァ
列
音
に
な
っ
て
ゐ
る
事
象
は
後
に
考
察
す

る
こ
と
と
し
て
、
エ
列
音
甲
頬
か
工
列
音
乙
類
と
な
っ
て
ゐ
る
事
象
か
ら
考

察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

e
か
も
に
発
音
さ
れ
る
現
象
を
国
別
に
見
る

と
、
相
模
1
、
武
蔵
2
、
上
総
8
、
常
陸
3
、
下
野
2
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

問
題
に
な
っ
て
来
る
こ
と
は
、
東
国
方
言
に
お
い
て
、
中
央
語
系
の
西
部
日

本
古
代
語
に
お
け
る
如
く
、

e
含
e
と
の
間
に
音
韻
的
対
立
加
存
し
て
ゐ
た

か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
嘗
つ
て
述
べ
た
こ

e"＞
 

と
が
あ
る
が
、
論
述
の
過
程
と
し
て
今
一
度
こ
の
問
顔
を
取
り
挙
げ
て
、
補

説
す
る
こ
と
に
す
る
。
巻
二
十
の
防
人
歌
だ
け
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
中
央
語

系
の
語
に
お
い
て
、
田
類
ェ
列
音
で
表
記
す
べ
苔
四
十
三
例
中
、
同
じ
甲
類

で
表
記
さ
れ
て
ゐ
る
事
例
は
十
二
例
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
遠
江
三
、
国

名
未
詳
の
「
未
勘
国
」
の
歌
に
一
一
、
関
東
地
域
七
で
あ
る
。
甲
類

e
以
外
の

母
音
を
と
る
事
例
は
一
二
十
一
で
あ
り
、
そ
の
中
十
七
例
が
そ
e
で
、
い
づ
れ

も
関
東
地
域
の
諸
国
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
他
の
十
四
例
中
、
甲
類
i
を
と
る

も
の
三
で
、
い
づ
れ
も
駿
河
で
あ
り
、
ア
列
音
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
十
一

で
、
未
勘
国
一
一
、
関
東
拙
域
の
諸
園
九
で
あ
る
。
即
ち
、
関
東
地
城
の
諸
国

で
は
、
中
央
語
で
は
甲
類
ェ
列
音
で
表
記
す
べ
き
三
十
三
例
中
、
二
十
六
は

中
央
語
と
異
な
り
、
十
七
が
乙
類
工
列
音
、
九
が
ア
列
音
と
な
っ
て
ゐ
る
。

し
た
が
つ
て
、
ア
列
音
と
な
っ
て
ゐ
る
事
例
は
別
に
考
察
す
べ
苔
も
の
で
あ

る
に
し
て
も
、
エ
列
音
に
甲
乙
両
類
の
母
音
の
音
部
的
対
立
か
存
在
し
て
ゐ

な
か
っ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
と
思
ふ
。

乙
類
ェ
列
音
に
つ
い
て
は
、
防
人
歌
に
お
い
て
、
中
央
梧
で
は
乙
類
工
列

音
で
表
記
す
べ
吾
四
十
二
例
中
、
二
十
六
が
乙
類
ェ
列
音
で
表
記
さ
れ
て
を

り
、
上
総
・
下
総
・
下
野
・
上
野
・
駿
河
缶
一
二
、
常
陸
・
武
蔵
各
四
、
遠
江

一
、
未
勘

ool一
で
あ
っ
て
、
関
東
地
域
の
諸
国
は
十
九
と
な
っ
て
ゐ
る
。
乙

類
e
以
外
の
母
音
を
と
る
も
の
は
十
六
で
あ
る
。
即
ち
、
十
六
中
、
甲
類

e

を
と
る
も
の
が
十
二
で
、
遠
江
一
、
未
勘
国
一
ー
一
を
除
く
八
例
は
、
関
東
地
域

の
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
下
野
の
四
国
に
各
一
一
が
あ
り
、
乙
類
6
を
と
る
も

の
が
遠
江
に
二
、
甲
類
i
を
と
る
も
の
か
常
陸
・
下
総
に
各
一
あ
る
。
こ
れ

ら
の
事
例
は
す
べ
て
一
ー
け
」
一

e」
に
つ
い
て
見
え
る
の
で
あ
っ
て
、
一
め
」

の
十
二
例
は
す
べ
て
中
央
語
と
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
関
東
地
域
の
．

諸
国
に
お
い
て
は
、
中
央
語
で
は
「
け
」
「

e」
で
表
記
す
べ
送
二
十
九
事

例
中
、
十
が
他
の
母
音
と
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
、
関
東
地
域
に
お
け
る
甲

類
二
列
音
の
垢
合
、
三
十
三
例
中
二
十
六
が
叩
央
語
と
異
な
り
、
十
七
が
乙

類
ェ
列
音
と
な
っ
て
ゐ
る
事
象
と
対
比
す
る
と
、
少
な
く
と
も
関
東
地
域
の

諸
国
で
は
：
ェ
列
音
の
甲
乙
両
類
の
区
別
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
甲

類

e
に
比
べ
て
中
舌
音
的
な
乙
類
も
の
方
が
優
勢
で
あ
り
、
方
言
的
に
は
基

本
母
音
的
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
東
歌
に
お
け
る
甲
乙
両
類
の
エ
列
音

G

7

)

 

の
考
察
か
ら
も
、
略
同
じ
結
諭
が
得
ら
れ
る
。
し
か
し
て
、
中
駕
地
万
に
属

す
る
東
国
の
諸
国
、
殊
に
遠
江
・
駿
河
に
お
い
て
は
、
乙
類
"e
炉
基
本
母
音

的
で
あ
っ
た
と
は
い
へ
な
い
か
、
中
央
語
系
に
見
出
さ
れ
る
や
う
なe
と
~
e

と
の
音
韻
的
区
別
は
見
ら
れ
な
い
。

次
に
、

e
と
る
と
の
音
韻
的
区
別
が
存
在
し
て
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
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少
な
く
と
も
関
東
地
域
の
諸
国
に
お
い
て
は
中
舌
音
的
も
が
方
言
的
基
本
母

音
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
事
例
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
な
ほ
、
事
例

は
、
資
料
の
確
実
を
期
す
る
た
め
に
防
人
歌
に
求
め
、
東
歌
の
場
合
は
そ
の

旨
断
る
こ
と
と
す
る
。

防
人
歌
に
お
い
て
は
、
上
総
で
は
中
央
語
系
の
甲

e
が
乙
"e
と
な
っ
て
ゐ

る
事
例
は
、
す
で
に
例
示
し
た
や
う
に
七
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
央
語
系
と

一
致
す
る
も
の
は
、
―
つ
も
な
い
。

5e
が

e
と
な
っ
て
ゐ
る
事
例
は
、
若
麻

み
ぺ
の
ひ
つ
じ

続
銘
羊
の
歌
に
見
え
る
四
三
五
九
ヘ
ム
ガ
ル
／
四
玄
五
九
ッ
カ
ヘ
／
で
同

じ
歌
化
現
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
歌
に
は
中
央
語
系
で
は
甲
類
で
あ

る
べ
き
も
の
が
、
ゾ
ク
シ

e／
と
乙
類
で
記
さ
れ
て
を
り
、
又
ヘ
ム
カ
ル
／

の
「
へ
（
紬
）
」
と
同
じ
語
が

8
ム
カ
モ
／
と
表
記
さ
れ
て
ゐ
て
、
中
央
語

系
と
一
致
し
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
歌
で
は
甲
乙
両
類
の
ヘ
・
ベ
・
◎
に

お
い
て
中
央
語
系
と
一
致
し
な
い
も
の
が
三
、
一
致
す
る
も
の
が
一
で
、
甲

乙
両
類
の
へ
（
へ
）
・
◎
が
各
二
つ
現
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
若
麻
続
部
羊

の
歌
だ
け
に
工
列
音
の
母
音
が

e
と
も
も
と
も
ま
た
5e
を

e
と
も
表
記
さ
れ

て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
上
総
で
は
羊
個
人
の
発
音
上
の
習
癖
で
あ
っ

て
、
彼
は

e
点
e
と
の
音
韻
的
区
別
を
全
然
意
識
し
て
ゐ
な
か
っ
た
と
い
ふ

こ
と
か
で
ぎ
る
。
な
ほ
、
上
総
で
は
、
「
け
，
一
「
◎
」
「
め
」
の
仮
名
か
中
央

語
と
一
致
す
る
事
例
は
各
一
て
あ
る
。
叩
ち
、
◎
は
前
出
の
四
―
―

1

五
九

8

（
紬
）
／
で
あ
り
、
「
け
」
は
四
三
五
三
フ
け
と
／
、
「
め
一
は
四
一
二
五
ニ

マ
め
の
／
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
上
総
に
お
い
て
は
、
乙
類
2e
が
方
言
的

基
本
母
音
的
で
あ
っ
て
、

e
点
e
と
の
区
別
は
な
く
、

”e
が

e
に
発
音
さ
れ

る
の
は
発
音
上
の
偲
人
的
習
癖
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

下
総
で
は
、
甲
類
二
列
音
が

e
以
外
の
母
音
と
な
つ
て
ゐ
る
事
例
は
、
四

三
八
八
ア
カ
ッ
キ
ニ
カ
リ
／
だ
け
で
あ
る
。
中
央
語
系
と
一
致
す
る
も
の
は
、

甲
乙
両
類
の
エ
列
音
を
併
せ
て
、
甲
類
「
へ
」
三
と
乙
口
巴
の
二
で
あ
る
。
乙
類

工
列
音
が
中
央
語
系
と
一
致
す
る
事
例
は
乙
囚
二
翌
一
だ
け
で
、
る
が
甲

類
i
と
な
っ
て
ゐ
る
事
例
に
四
言
八
四
シ
マ
カ
キ
（
島
影
）
／
、

e
と
改
っ

て
ゐ
る
事
例
に
四
一
二
八
九
ヘ
コ
ゾ
（
航
越
す
）
／
、
四
一
子
八
九
オ
モ
ハ
ヘ
ナ

ク
ニ
（
恩
は
へ
な
く
に
）
／
が
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
下
総
は
上
総
と
は
逆

に
甲
類

e
炉
よ
り
方
言
的
基
本
母
音
で
あ
る
が
、
下
総
に
は
甲
乙
両
類
の
エ

列
音
の
音
韻
的
区
別
は
な
か
つ
だ
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
東
歌

に
お
け
る
下
総
の
国
に
ぱ
、
甲
乙
両
類
の
エ
列
音
か
中
央
語
系
の
そ
れ
と
異

な
る
例
は
現
れ
て
ゐ
な
い
。
下
総
で
注
意
す
べ
き
は
、
る
が
i
と
な
っ
て
ゐ

る
四
＝
二
八
四
シ
マ
カ
ギ
／
て
あ
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
下
総
に

e
か
"e
と
な

つ
て
ゐ
ろ
事
例
が
一
っ
も
な
い
の
に
、
却
つ
て
前
舌
の
狭
い
母
音
と
な
っ
て

ゐ
る
。
し
か
し
、
下
総
で
も
四
三
九
四
ナ
ガ
け
／
の
如

<
i
が

e
な
つ
て
ゐ

る
も
の
も
一
例
あ
り
、
乙
類
「
め
」
に
は
中
央
語
系
と
同
じ
く
表
記
さ
れ
て

ゐ
る
も
の
形
二
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
上
総
で
は
乙
類
も
炉
よ
り
方
言
的
基

本
母
音
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
下
総
で
は
甲
類

e
が
よ
り
方
言
的
基
本
母

音
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
東
国
方
言
、
殊
に
関
東
地
域
の
東
国
諸
国
で
は

工
列
音
に

e
と
”e
と
の
区
別
が
存
在
し
て
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
に
埜
く
と
共

に
、
関
東
地
域
の
諸
国
に
お
い
て
も
母
音
組
織
に
差
異
が
あ
る
こ
と
を
証
し

て
ゐ
る
。
な
ほ
、
同
国
内
で
も
母
音
組
織
に
差
異
が
あ
る
こ
と
は
、
次
に
述

べ
る
常
陸
そ
の
他
の
国
に
現
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
や
う
な
母
音
組

織
の
差
巽
は
、
恐
ら
く
歴
史
的
、
社
会
的
差
異
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
、
氏

族
制
を
生
活
集
団
の
単
位
と
し
た
前
代
の
社
会
組
織
お
け
る
政
治
圏
・
文
化

圏
の
相
異
、
及
び
社
会
組
織
を
下
部
構
造
と
し
た
政
治
圏
・
文
化
圏
の
相
異

に
基
く
の
で
あ
ら
う
。

常
陸
で
は
、
中
央
語
系
の
甲
「
ケ
一
に
相
当
す
る
音
節
は
現
れ
て
ゐ
な
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い
。
甲
「
ヘ
一
は
中
央
語
系
と
一
致
す
る
も
の
二
、
乙
類
に
な
っ
て
る
る
も

の
、
四
三
七
ニ
カ
◎
リ
／
四
一
一

1

七
ニ
カ
◎
リ
／
一
一
で
あ
り
、
甲
「
メ
」
は
乙
類

に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
、
四
三
七

0
ス
め
ラ
（
那
珂
郡
）
／
一
で
あ
る
。
乙
「
け
」

は
中
央
語
系
と
一
致
す
る
も
の
二
、
甲
類
に
な
つ
て
ゐ
る
も
の
、
四
三
六
六

0

0

 

ッ
ケ
テ
（
信
太
郡
）
／
一
、
甲
類
イ
列
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
、
四
三
六
五
ツ
ギ

こ
そ
（
信
太
郡
）
／
一
で
あ
り
、
乙

eは
甲
類
に
な
つ
て
ゐ
る
四
一
二
六
四
ナ
ル

ベ
キ
（
茨
城
郡
）
／
一
だ
け
で
、
中
央
語
系
と
一
致
す
る
も
の
は
な
い
。
乙

i

め
」
は
中
央
語
系
と
一
致
す
る
も
の
が
二
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
四

三
六
五
ッ
キ
こ
そ
／
、
四
三
六
六
ッ
ケ
テ
／
例
は
、
い
づ
れ
も
物
部
道
足
の

歌
で
あ
り
、
四
三
七
ニ
カ
◎
リ
／
の
二
例
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
同
一
人
で

あ
る
。
こ
の
や
う
な
現
象
は
、
発
音
上
、
個
人
差
か
著
し
か
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
の
か
、
或
い
は
郎
・
郷
・
里
等
の
生
活
集
団
を
異
に
し
た
小
地
域
差

に
基
く
も
の
で
あ
る
か
は
俄
か
に
決
め
鞣
い
。
と
こ
ろ
で
、
乙
類
5e
が
甲
類

i
と
な
っ
て
ゐ
る
四
三
八
四
シ
マ
カ
ギ
／
が
下
総
海
上
郡
の
防
人
歌
に
現
れ

て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
物
部
道
足
は
利
根
川
を
挟
ん
で
下
総
と
対
し
て
ゐ
る
侶

太
郡
出
身
で
あ
り
、
、
四
一
二
六
四
ナ
ル
ベ
キ
／
は
霞
ヶ
浦
の
北
隈
に
面
す
る

茨
城
郡
出
身
の
防
人
の
歌
で
あ
つ
て
、
下
総
で
は
乙
類
「
め
」
以
外
は
乙
類

~
e

は
す
べ
て
甲
類
e

と
な
っ
て
ゐ
た
の
て
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
常
陸
に
お

い
て
も
利
根
川
を
界
と
し
て
下
総
に
面
し
て
ゐ
る
地
域
や
霞
ケ
浦
に
面
し
て

ゐ
る
地
域
、
臆
測
す
れ
ば
常
陸
の
南
半
の
地
域
は
、
略
下
総
と
同
じ
音
韻
状

態
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
こ
れ
は
利
根
川
・
霞
ケ
浦
を
水
路
と
す
る
交
通

に
因
る
も
の
で
あ
ら
う
。
し
た
が
つ
て
、
四
三
七
ニ
カ
◎
リ
／
の
二
例
は
、

L
ど
り
べ
の
か
ら
え
た

防
人
倭
文
部
可
良
麻
呂
の
出
身
の
郡
は
不
明
で
あ
る
が
、
甲
類

e
が
乙
類
”e

と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
常
陸
で
も
中
部
以
北
の
出
身
と
思
は
れ

る
。
な
ほ
、
倭
文
部
可
良
麻
呂
の
四
三
七
二
の
歌
で
は
、
中
央
語
系
の
サ
キ

゜

ク
（
幸
）
か
サ
ケ
ク
と
な
っ
て
を
り
、
常
陸
北
部
の
久
慈
部
出
身
の
防
人
の
歌

゜

に
は
、
四
三
六
八
サ
け
ク
／
と
な
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
甲
i
が
乙
↑
e
と
も
甲

e

と
も
な
っ
て
ゐ
る
。
や
は
り
、
常
陸
で
も

e
と
も
と
の
音
韻
的
区
別
が
な
か

っ
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と
共
に
、
北
部
地
域
で
は

e
よ
り
"e
が
優
勢
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
以
上
の
諸
現
象
を
併
せ
考
へ
る
と
、
常
陸
で
は
南

部
と
北
部
と
で
は
音
韻
状
態
が
異
な
っ
て
ゐ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
は
、
言
語
を
支
へ
て
ゐ
る
言
語
集
団
の
歴
史
と
社
会
状
態
と
が
南
部
と

北
部
と
で
は
相
異
し
て
ゐ
る
こ
と
に
基
く
の
で
あ
ら
う
。

次
に
、
常
臨
で
注
意
す
べ
苔
こ
と
は
、
四
一
二
七

0
ス
め
ラ
／
で
あ
る
。
万

葉
で
は
「
す
め
が
み
」
「
す
め
ら
」
「
す
め
ら
ぎ
」
等
の
「
め
」
は
、
「
す
め
一

の
仮
名
害
十
七
の
中
、
常
陸
の
こ
の
例
を
除
く
十
六
は
、
い
づ
れ
も
甲
類
，
《

で
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
例
で
は

s
u
m
e
で
乙
類
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
央
語
系
の
古
代
日
本
語
に
拾
い
て
は
、
非
口
蓋
的
後
部
母
音

の
U

と
口
登
的
中
舌
音
の
も
と
は
、
同
一
結
合
単
位
内
に
共
存
す
る
こ
と
の

6

8

J

 

少
な
い
こ
と
が
泉
井
久
之
助
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
る
る
。
つ
ま
り
、

中
央
語
系
で
は
す
べ
て
「
ス
メ
，
一
で
あ
っ
て
、
母
音
調
和
が
保
た
れ
て
ゐ
る

の
に
、
常
陸
の
例
で
は
母
音
調
和
か
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ

混
象
が
、
四
三
七
九
〖
0

（
下
野
）
／
•
四
弓
―-
0け
フ
（
相
模
）
／
に
現

れ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
こ
の
や
う
な
現
象
か
存
在
す
る
の
は
、
関
東
地
域
の
東

国
諸
国
に
お
い
て
は
、
二
列
音
に
甲
乙
両
類
の
音
韻
の
区
別
か
な
か
っ
た
こ

と
に
基
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
要
す
る
に
、
前
述
の
諸
事
例

を
綜
合
す
る
に
、
常
陸
で
も
ェ
列
音
に
甲
乙
両
類
の
音
韻
的
区
別
は
存
在
し

て
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ェ
列
母
音
の
み
な
ら
ず
、
母
音
や

(
＂
）
 

子
音
に
現
れ
て
ゐ
る
現
象
を
通
覧
す
る
に
、
中
央
語
系
と
一
致
し
な
い
現
象

か
常
陸
に
最
も
数
多
く
現
れ
て
ゐ
る
。
東
歌
に
お
い
て
も
こ
の
領
向
は
見
ら
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れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
常
陸
に
お
け
る
言
語
集
団
の
人
的
構
成
の
複
雑

性
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
臆
測
を
支
へ
る
根
拠
と
し
て
養
老
五

年
の
下
総
葛
飾
郡
大
嶋
郷
の
一
戸
籍
と
天
平
宝
字
元
年
四
月
以
後
、
奈
良
時
代

末
期
の
戸
籍
で
、
常
陸
国
戸
籍
と
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
戸
籍
と
を
比
較
考
察
す

る
こ
と
に
す
る
。
大
嗚
郷
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
近
来
専
門
諸
家
に
よ
っ
て
幾

多
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
は
、
藤
間
生
大
氏
の
如
｀
き
は
、
大
嶋

郷
全
村
が
殆
ど
孔
王
部
一
姓
で
あ
る
こ
と
は
、
親
族
共
同
体
の
名
残
り
で
あ

(
1
0
V
 

る
と
見
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
直
木
孝
次
郎
氏
の
如
苔
は
、
孔
王
部
集
団
は

臭
室
直
属
の
部
民
で
あ
り
、
従
っ
て
他
律
的
政
治
的
な
二
次
的
同
族
集
団
で

合
どあ

る
と
見
て
を
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
解
決
ぱ
今
後
に
佼
つ
べ
き
も
の
の

や
う
で
あ
る
か
ら
、
敢
へ
て
門
外
洪
か
口
を
出
す
こ
と
は
佃
ら
加
る
の
で
あ

る
か
、
次
の
や
う
な
こ
と
が
呂
へ
な
い
か
と
考
へ
て
、
専
門
諸
家
の
御
叱
正

を
乞
ふ
こ
と
に
す
る
。
大
鴫
郷
戸
籍
に
認
い
て
は
、
郷
戸
の
代
名
は
、
一
戸

が
私
部
で
あ
っ
て
、
他
は
す
べ
て
孔
王
部
で
あ
っ
て
、
孔
王
部
を
称
す
る
戸

加
絶
対
的
に
多
い
。
と
こ
ろ
で
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
同
戸
内
で
は

妻
・
母
・
姑
．
庶
母
・
妾
・
甥
・
外
従
父
•
寄
口
を
除
い
て
は
、
他
の
戸
口

は
戸
主
と
同
じ
代
名
を
有
し
て
ゐ
る
。
同
じ
く
下
総
国
倉
麻
那
意
布
郷
戸
笥

及
び
奸
托
郡
少
幡
郷
戸
籍
に
沿
い
て
も
、
全
く
同
じ
現
象
添
現
れ
て
ゐ
る
。

し
か
る
に
、
常
替
戸
籍
に
認
い
て
は
、
同
一
戸
内
に
多
く
の
異
な
っ
た
姓
が

含
ま
れ
て
ゐ
る
。
し
か
も
、
前
記
の
下
総
の
一
戸
笥
に
比
し
て
男
口
よ
り
も
女

口
の
数
が
著
し
く
多
い
。
こ
の
点
、
奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
初
期
に

か
け
て
の
戸
籍
に
似
通
ふ
も
の
が
あ
る
か
、
常
陸
国
戸
籟
ほ
ど
女
の
数
が
多

い
戸
籍
は
な
い
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
常
陸
の
戸
籍
の
こ
の
特
徴
に
つ
い
て

は
、
笞
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
ま
だ
説
明
含
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
は
と
に
か
く
、

こ
の
一
戸
籍
は
、
遥
籍
年
次
不
明
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
も
詳
細
な
研
究
が

出
て
ゐ
な
い
や
う
で
あ
る
。
し
た
形
つ
て
、
養
老
五
年
の
下
総
国
戸
籍
と
造

籍
年
次
か
相
異
す
る
常
陸
国
戸
第
と
を
比
較
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。

し
か
も
、
常
陸
国
戸
籍
は
下
総
国
戸
箱
に
比
す
る
と
ま
こ
と
に
少
量
の
断
簡

で
あ
る
°
断
簡
の
た
め
戸
主
ら
し
い
詈
老
の
名
を
欠
く
二
十
口
中
に
、
戸
主
の

氏
名
と
思
は
れ
る
占
部
の
他
に
、
同
戸
内
に
真
髪
部
・
久
預
波
良
・
日
下
部
・

物
部
の
四
姓
か
あ
り
、
戸
主
日
下
部
黒
成
の
同
戸
内
一
二
十
五
口
中
に
、
日
下

部
の
他
に
、
公
子
郊
・
矢
作
部
・
占
部
の
三
姓
炉
あ
り
、
戸
主
丈
部
継
人
の

同
一
戸
内
で
姓
が
判
明
し
て
ゐ
る
十
四
口
中
に
、
丈
部
の
他
に
、
伴
綿
・
久
項

波
良
部
・
茫
部
・
占
部
の
四
つ
の
氏
名
か
見
え
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
下
総
国
大

餡
郷
の
戸
籍
と
対
照
す
る
に
、
大
嶋
郷
の
郷
戸
は
一
戸
の
私
部
を
除
い
て
、

他
は
す
べ
て
孔
王
部
で
あ
り
、
同
一
戸
内
に
孔
王
部
以
外
の
他
の
氏
名
を
有
す

る
者
は
、
極
め
て
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
戸
主
四
人
の
氏
名
が
す
べ
て
異
な

つ
て
を
り
、
同
戸
内
に
今
述
べ
た
や
う
に
戸
主
の
氏
名
以
外
の
他
の
代
名
が

多
く
見
え
て
ゐ
る
こ
と
は
、
常
替
国
戸
籍
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な
特

徴
が
現
れ
る
康
因
は
不
明
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
な
ほ
臆
測
蛉
許
さ
れ

る
な
ら
ば
、
常
陸
で
は
1

国
内
の
あ
る
地
域
で
は
ー
ー
・
大
化
改
新
以
前
の

氏
族
制
度
時
代
に
、
他
国
に
比
し
て
多
く
の
部
か
存
在
し
て
ゐ
て
、
そ
れ

蛉
、
大
化
改
新
以
後
の
社
・
芸
的
変
動
を
微
底
的
に
蒙
つ
て
、
部
か
解
体
さ
れ

に
か
、
ま
た
は
多
く
の
異
な
っ
た
氏
族
に
属
す
る
人
々
が
移
住
し
て
、
同
族

意
識
を
超
越
し
て
柏
民
地
と
し
て
、
新
に
生
活
共
同
体
を
形
成
し
た
か
の
い

づ
れ
か
で
あ
ら
う
。
と
い
ふ
の
は
、
常
陸
殊
に
そ
の
北
部
が
古
代
日
本
国
家

の
支
配
権
に
確
実
に
帰
し
た
の
は
、
大
化
改
新
を
余
り
朔
ら
な
い
時
代
で
あ

っ
た
こ
と
、
常
陸
が
大
化
以
前
は
蝦
夷
に
対
す
る
前
線
基
地
で
あ
り
、
大
化

以
後
も
陸
奥
経
営
の
基
地
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
常
陸
の
方
言
が
他
の
東

国
諸
国
の
方
言
に
比
し
て
著
し
く
多
様
で
あ
り
、
複
雑
性
を
呈
し
て
ゐ
る
こ
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と
も
、
ま
た
常
陸
の
南
部
地
域
の
音
韻
状
態
か
下
総
に
類
似
し
、
北
部
地
域

の
音
韻
状
態
が
南
部
と
異
な
っ
た
煩
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
、
前
述
し
た
や

う
な
、
言
語
を
支
へ
て
ゐ
る
言
語
集
団
の
人
的
構
成
の
特
殊
性
を
反
映
し
て

ゐ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

下
野
に
お
い
て
は
、

e
が
e
と
な
っ
て
ゐ
る
事
例
は
、
す
で
に
例
示
し
た

や
う
に
一
一
で
あ
っ
て
、
中
央
語
系
と
一
致
す
る
も
の
は
二
で
あ
る
。
し
か
し

。

て
、
中
央
語
系
の

"e
が

e
と
な
つ
て
ゐ
る
事
例
は
、
四
三
七
七
ア
ヘ
マ
カ
マ

。

ク
モ
／
四
三
八
八
タ
ビ
と
へ
と
／
の
一
一
例
で
あ
っ
て
、
中
央
語
系
と
同
じ
く

"e
で
あ
る
事
例
は
四
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
下
野
で
も

e
と
"e
と
の
音
韻

的
区
別
は
な
く
、

e
に
比
し
て

”e
が
優
勢
ら
し
く
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
ス

ベ
（
術
）
／
は
万
葉
で
は
す
べ
て
甲
類
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
下
野
て
は
四
一
二
七

九
ス
◎
／
の
一
例
が
あ
る
。
万
葉
に
お
い
て
中
央
語
系
で
は
す
べ
て

s
u
b
e

で
あ
っ
て
、
母
音
閲
和
を
保
つ
て
ゐ
る
の
に
対
し
、
下
野
の
四
三
七
几

s
u
b
e

に
は
母
音
調
和
が
破
壊
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
同
じ
下
野

に
、
四
三
八
一
ス
ベ
／
と
あ
っ
て
、
中
央
語
系
と
一
致
す
る
例
が
あ
る
。
な

ほ
、
ス
◎
か
見
え
る
四
三
七
九
の
歌
に
ハ
マ
◎
／
と
あ
る
。
し
か
し
て
、
万

策
の
中
央
語
系
で
は
浜
辺
は
す
べ
て
ハ
マ
ベ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
を
併

せ
考
へ
る
と
、
下
野
で
は

e
と
"e
と
の
音
韻
的
区
別
が
存
在
し
て
ゐ
な
か
つ

た
こ
と
、
そ
れ
故
母
音
調
和
を
破
壊
し
て
ゐ
る
事
例
が
現
れ
て
ゐ
る
も
の
と

思
は
れ
る
。

上
野
は
、
相
模
・
信
浪
の
各
一
二
首
に
次
い
で
防
人
歌
の
数
は
少
な
く
、
四

首
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
音
韻
状
態
は
全
く
そ
の
片
鱗
を
示
す
に
過
｝
さ
な

い
。
ェ
列
音
中
、
両
類
の
区
別
あ
る
も
の
で
現
れ
て
ゐ
る
の
は
「
ヶ
・
け
」

だ
け
で
あ
る
。
中
央
語
系
で
甲
類
で
あ
る
も
の
か
乙
類
に
な
っ
て
ゐ
る
事
例

に
、
四
四

0
四
タ
エ
ニ
ケ
ル
カ
モ
／
の
一
例
が
あ
る
だ
け
で
、
中
央
語
系
の

甲
類
の
ケ
が
そ
の
ま
ま
田
類
で
表
記
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
中
央
語
系
の
乙

類
の
一
け
」
が
乙
類
で
表
記
さ
れ
た
も
の
は
一
―
―
あ
る
。
し
た
が
つ
て
へ
士
野

で
は
、
乙
"e
が
地
万
内
基
本
母
音
で
あ
っ
た
ら
し
く
思
は
れ
る
。
た
た
、
東

。

歌
で
は
一
二
四
三
四
カ
ミ
ゾ
ケ
／
•
三
四
三
五
オ
モ
ヘ
バ
／
の
一
一
例
か
、

"
e
か

e
と
な
っ
て
ゐ
る
。

武
蔵
に
お
い
て
は
、
甲
ケ
が
乙
「
け
一
に
な
つ
て
ゐ
る
例
は
、
四
四
一
九

コ
フ
シ
け
モ
ハ
モ
／
の
一
例
で
あ
る
。
中
央
語
系
の
甲
ケ
が
そ
の
ま
ま
甲
ケ

で
表
記
さ
れ
冗
も
の
は
な
く
、
中
央
語
系
の
乙
一

9

け
」
が
そ
の
ま
ま
乙
類
で

表
記
さ
れ
た
も
の
は
一
一
例
あ
る
。
エ
「
へ
」
が
乙
「

e」
と
な
つ
て
ゐ
る
も
の

に
、
四
四
ニ
ニ
ッ
ク
シ
◎
ャ
リ
テ
／
の
一
例
が
あ
り
、
中
央
語
系
の
印
[
ロ

に
一
致
す
る
例
炉
一
あ
る
。
中
央
語
系
の
乙
「
へ
」
甲
「
メ
」
は
現
れ
て
を

ら
ず
、
乙
「
め
」
に
中
央
語
系
と
一
致
す
る
例
が
一
あ
る
。
東
歌
で
は
三
一
f

八
一
の
宇
奈
比
は
、
個
有
名
詞
か
善
通
名
詞
か
不
明
で
あ
る
か
、
も
し
海
辺

の
意
と
す
訊
は
、
甲
「
へ
」
の

e
が
i
と
な
っ
て
ゐ
る
例
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
武
蔵
に
お
い
て
も
エ
列
音
に
甲
乙
両
類
の
区
別
は
な
く
、
乙
"e
が
地
方

的
埜
本
母
音
で
あ
り
、
少
な
く
と
も

e
よ
り
も
圧
例
的
に
優
勢
だ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

相
模
で
は
、
工
列
音
中
甲
乙
両
類
の
区
別
あ
る
音
が
硯
れ
て
ゐ
る
の
は
、

中
央
語
と
一
致
す
る
も
の
と
異
な
っ
て
ゐ
る
も
の
と
を
合
せ
て
、
中
央
語

系
の
甲
「
ケ
」
が
乙
「
け
」
に
な
っ
て
ゐ
る
四
一
―
―
―
―

1
0
け
フ
（
今
日
）
／
の

一
だ
け
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
同
一
結
合
単
位
内
に
お
い
て
は
す
で
に
述
べ

た
如
く
、

U

と
さ
が
共
存
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
た
が
つ
て
「
け
フ
」
は

母
音
訓
和
的
で
は
な
い
。
し
た
か
つ
て
、
決
定
的
な
こ
と
は
言
へ
な
い
が
、
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相
模
に
お
い
て
は
、

e
が
地
方
的
墓
本
母
音
的
で
あ
っ
た
か
、
或
い
は
優
勢

で
あ
っ
た
か
の
い
づ
れ
か
で
あ
っ
た
ら
し
く
思
は
れ
る
。

形
容
詞
の
連
体
形
の
語
尾
の
母
音
は
、
中
央
語
系
で
は
甲
・
1

で
あ
る
。
防

人
歌
中
、
中
央
語
系
と
一
致
す
る
例
は
、
四
三
ニ
―
カ
シ
コ
キ
（
遠
江
）
／

四
三
三
七
ク
ヤ
シ
キ
（
駿
河
）
／
四
一
二
七
一
カ
グ
ハ
シ
キ
（
常
陸
）
／
四
四

―-

1

一
マ
カ
ナ
シ
キ
（
武
蔵
）
／
で
あ
っ
て
、
エ
列
音
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の

は
、
四
三
九
四
ナ
ガ
け
（
下
総
）
／
四
三
六
九
カ
ナ
シ
ケ
（
常
陸
）
／
四
三
六

九
カ
ナ
シ
ケ
（
常
陸
）
／
四
三
七
六
ク
ヤ
シ
け
（
下
野
）
／
四
三
八
ニ
ア
シ

け
（
下
野
）
四
四
一
四
ウ
ッ
ク
シ
け
（
武
蔵
）
／
四
四
一
九
よ
け
（
武
蔵
）

／
で
あ
っ
て
、
常
陸
に
同
一
歌
に
甲
類
が
一
一
あ
る
以
外
は
、
す
べ
て
乙
類
で

あ
る
。
東
歌
に
お
い
て
は
、
中
央
語
系
と
一
致
す
る
も
の
は
、
三
三
五
五
ナ

ガ
キ
（
駿
河
）
／
111
三
七
三
カ
ナ
シ
キ
（
武
蔵
）
／
一

1

一
三
九
六
シ
ゲ
キ
（
常
陸
）

で
あ
り
、
エ
列
音
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、
三
四
―
ニ
カ
ナ
シ
ケ
（
上
野
）

／
の
他
に
未
勘
国
歌
に
六
あ
る
が
、
す
べ
て
甲
類
で
あ
る
。
東
歌
で
工
列
音

が
す
べ
て
甲
類
に
な
っ
て
ゐ
る
の
は
、
東
歌
の
表
記
者
が
中
央
語
系
の
人
で

東
国
方
言
の
音
韻
に
遥
じ
て
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
に
基
く
と
思
は
れ
る
か
ら
、

東
国
方
言
の
音
韻
を
正
確
に
表
記
し
た
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
資
料
と

し
て
は
、
防
人
歌
で
は
常
陸
の
一
一
例
を
除
く
外
は
、
す
べ
て
乙
類
で
表
記
し

て
ゐ
る
こ
と
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
東
国
方
言
で
も
形
容
詞
の
連
体
形

の
語
尾
が
工
列
音
に
な
つ
て
ゐ
る
事
例
は
、
関
東
地
域
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

中
央
語
系
と
一
致
す
る
も
の
は
、
前
記
の
如
く
防
人
歌
で
は
遠
江
・
駿
河
・

常
陸
・
武
蔵
に
各
―
つ
あ
り
、
東
歌
で
は
駿
河
・
常
陸
・
武
蔵
に
各
―
つ
あ

る
。
防
人
歌
・
東
歌
を
通
じ
て
、
関
東
地
城
で
は
常
陸
・
武
蔵
両
国
だ
け
で

あ
る
。
な
ほ
、
防
人
歌
に
お
い
て
は
、
関
東
地
域
で
は
形
容
詞
の
連
体
形
が

エ
列
乙
類
で
あ
る
の
に
、
常
陸
に
は
エ
列
甲
類
に
な
つ
て
ゐ
る
も
の
が
四
三

六
九
の
歌
に
二
つ
現
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
常
陸
・
武
蔵
に
お

け
る
こ
の
や
う
な
事
象
は
、
前
記
の
如
く
エ
列
乙
類
に
な
つ
て
ゐ
る
も
の
が

両
国
に
一
一
例
あ
る
こ
と
と
対
照
す
る
に
、
両
国
に
お
い
て
は
、
関
東
地
域
の

他
の
諸
国
に
比
し
て
大
化
改
新
以
後
に
お
い
て
も
移
住
が
活
澄
に
行
は
れ

て
、
国
内
に
お
け
る
人
的
構
成
要
素
の
上
に
変
動
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い

か
と
思
は
れ
る
。
つ
ま
り
、
古
い
東
国
方
言
の
上
に
大
化
以
後
の
中
央
語
系

の
言
語
が
新
に
進
出
し
た
結
果
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。
常
陸
が
こ
の
や

う
な
状
勢
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

武
蔵
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
古
代
日
本
国
家
の
大
和
系
勢
力
は
、
六
世
紀
頃

ま
で
は
両
毛
地
方
や
常
陸
の
北
部
地
域
に
は
進
出
し
て
ゐ
ず
、
却
つ
て
六
世

紀
の
初
期
頃
ま
で
は
毛
野
国
の
勢
力
が
武
蔵
に
ま
で
及
ん
で
ゐ
た
と
い
は
れ

G
1
2
)
 

て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
上
野
に
お
け
る
賂
し
い
古
墳
の
年
代
が
略
五
•
六

世
紀
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
そ
の
や
う
な
形
跡

は
言
語
の
上
に
も
現
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
上
野
の
防
人
歌
は
四
首
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
割
合
に
武
蔵
と
の
間
に
共
通
す
る
音
韻
事
象

が
比
較
的
多
く
、
そ
れ
も
関
東
地
域
の
東
国
方
言
に
お
い
て
も
古
い
音
韻
と

思
は
れ
る
も
の
に
多
い
の
で
あ
る
。
六
世
紀
末
よ
り
七
世
紀
の
初
め
頃
ま
で

に
毛
野
国
勢
力
が
衰
へ
る
に
従
ひ
、
武
蔵
に
は
大
和
系
の
古
代
日
本
国
家
の

政
治
力
が
中
央
集
権
的
に
伸
張
す
る
に
伴
な
ひ
、
従
来
の
東
国
語
の
上
に
新

に
中
央
語
系
の
言
語
の
影
響
が
加
は
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
大
化
以
後

関
東
地
域
の
諸
国
に
、
帰
化
人
を
移
住
安
置
せ
し
め
た
こ
と
が
文
献
に
記
さ

れ
て
ゐ
る
が
、
殊
に
武
蔵
は
移
住
の
度
数
に
お
い
て
も
人
口
に
お
い
て
も
圧

倒
的
に
多
く
、
霊
亀
一
一
年
に
は
高
甕
系
の
帰
化
人
で
高
甕
郡
を
、
天
平
宝
字

二
年
に
は
新
羅
系
の
帰
化
人
で
新
羅
郡
を
濫
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
関
東
地
域
の
全
域
が
大
和
系
勢
力
の
支
配
圏
に
入
っ
た
の
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は
、
略
七
世
紀
初
期
の
頃
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
大
和
系
種
族
か
関
東
地
域
に

移
住
し
植
民
し
は
じ
め
た
の
は
西
暦
一
世
紀
前
後
の
頃
か
と
思
は
れ
る
。
そ

の
後
、
大
和
系
勢
力
の
政
治
的
支
配
力
が
次
第
に
伸
張
す
る
に
及
び
、
五
世

紀
か
ら
七
世
紀
初
期
の
頃
ま
で
に
天
皇
氏
を
は
じ
め
大
和
系
の
有
力
な
豪
族

達
は
、
毛
野
国
を
除
い
た
関
東
地
域
の
各
地
に
部
を
設
け
部
民
の
労
働
力
と

生
産
と
を
占
有
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
部
民
の
人
的
構
成
に
は
、
移
住

し
た
大
和
系
種
族
も
与
つ
て
ゐ
た
こ
と
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
蝦
夷
族
を
主
要

素
と
す
る
帰
順
し
た
原
住
民
が
、
人
口
の
上
で
は
優
勢
で
あ
っ
た
こ
と
と
考

へ
ら
れ
る
。
し
か
し
て
、
原
住
民
よ
り
成
る
部
は
、
原
住
民
の
首
長
を
し
て

管
理
せ
し
め
、
天
皇
氏
を
は
じ
め
大
和
系
の
諸
豪
族
に
隷
属
さ
せ
る
こ
と
か

多
か
っ
た
と
思
ぱ
れ
る
。
か
く
て
、
大
和
系
種
族
か
関
東
地
域
へ
植
民
し
、

次
い
で
大
和
系
勢
力
の
政
治
的
支
配
力
か
伸
張
す
る
に
及
び
、
大
和
系
種
族

と
胆
住
民
と
の
混
血
と
共
に
、
大
和
系
の
言
語
か
、
蝦
夷
族
を
主
要
素
と
す

る
原
仕
民
の
言
語
の
影
響
を
受
け
て
、
形
成
さ
れ
た
も
の
が
東
固
方
言
で
あ

ら
う
。
こ
の
や
う
な
東
国
方
言
は
、
お
そ
く
と
も
関
東
全
域
が
大
和
国
家
の

支
配
柾
に
服
す
る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
た
大
化
改
新
頃
ま
で
に
は
形
成
さ
れ
て

ゐ
た
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
化
頃
ま
で
に
形
成
さ
れ
て
ゐ
た
東
国

方
日
と
天
平
膀
宝
七
年
の
防
人
歌
の
東
国
方
言
と
の
周
に
は
少
な
く
と
も
百

十
年
以
上
の
年
代
的
距
り
が
あ
る
。
大
化
改
新
は
政
治
革
命
で
あ
っ
て
社
会

革
命
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
へ
、
大
化
改
新
に
よ
り
中
央
集
権
的
律
令
制
度

の
埜
礎
の
上
に
建
て
ら
れ
だ
古
代
日
本
国
家
の
支
配
杜
は
、
改
新
以
後
東
国

諸
国
に
組
織
的
に
浸
透
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
央
集
権
的
律
令
政
治
は
、
地

方
官
の
東
国
派
遣
、
東
国
人
の
大
和
へ
の
上
点
と
応
徴
を
伴
な
砂
、
中
央
人
と

東
国
人
と
の
接
触
は
頻
繁
と
な
っ
て
、
大
化
改
後
の
中
央
語
系
の
古
代
日
本

語
は
、
大
化
以
前
の
東
国
語
に
大
き
な
影
褥
を
与
へ
る
や
う
に
な
っ
た
。
一

方
、
天
武
朝
に
始
ま
る
、
関
東
諸
国
へ
の
帰
化
人
の
行
政
的
移
住
も
影
響
を

与
へ
た
こ
と
と
思
は
れ
る
。
こ
れ
ら
の
帰
化
人
は
恐
ら
く
中
央
語
系
の
古
代

日
本
語
を
話
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
ら
。
更
に
、
大
化
以
後
の
蝦
夷
政
策
に

お
け
る
関
東
地
域
の
重
要
性
に
伴
な
ふ
中
央
語
系
の
軍
旅
や
庶
民
の
移
住
・

往
来
も
、
大
化
以
後
の
東
国
語
の
形
成
に
影
響
し
た
で
あ
ら
う
。
し
た
が
っ

て
、
大
化
以
後
百
有
余
年
間
に
中
央
語
系
の
言
語
の
影
響
を
著
し
く
受
け
て

ゐ
る
防
人
歌
の
東
国
語
と
大
化
以
前
の
東
国
語
と
の
間
に
は
、
言
語
の
時
間

的
変
化
を
考
噸
す
る
ま
で
も
な
く
、
相
当
の
差
異
が
生
じ
て
ゐ
た
こ
と
と
考

へ
ら
れ
る
。

こ
の
や
う
に
考
へ
て
来
る
と
、
防
人
歌
に
お
い
て
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
、

同
一
語
又
は
同
一
活
用
語
形
に
対
し
中
央
語
系
と
一
致
す
る
も
の
と
一
致
な

い
も
の
と
か
あ
る
が
、
一
致
す
る
方
は
、
大
化
以
後
百
有
余
年
間
に
中
央
語

系
の
古
代
日
本
語
の
影
響
を
受
け
て
、
中
央
語
系
の
ま
ま
東
国
語
に
と
り
入

れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
一
致
し
な
い
方
か
、
却
つ
て
大
化
以
前
ま
で
に

形
成
さ
れ
て
ゐ
た
古
い
東
国
語
の
語
形
叉
は
音
韻
を
伝
へ
て
ゐ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
し
た
か
つ
て
、
関
東
地
域
の
諸
国
に
お
い
て
、
常
陸
・
武
競
両

国
応
限
り
形
容
詞
の
連
体
形
の
語
尾
が
中
央
語
と
一
致
す
る
も
の
が
各
二
つ

あ
っ
て
、
閲
東
地
域
に
限
ら
れ
た
エ
列
乙
類
の
語
尾
を
有
す
る
も
の
と
共
存

し
て
ゐ
る
の
は
、
常
降
・
武
蔵
両
国
が
、
す
で
に
述
べ
た
や
う
に
、
関
東
地

域
の
諸
国
に
比
し
て
大
化
以
後
に
お
け
る
中
央
語
系
の
言
語
の
影
響
を
受
け

る
状
態
に
置
か
れ
て
ゐ
た
た
め
と
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
て
、
常
陸
に
形
容

詞
の
連
体
形
か
ェ
列
印
類
に
終
つ
て
め
る
の
が
あ
る
の
は
、

e
と
"e
と
が
共

存
し
て
ゐ
た
常
倖
の
音
韻
状
態
に
袖
く
も
の
で
あ
っ
て
、
中
央
語
系
の
言
語

の
影
響
と
考
へ
る
よ
り
も
、
閲
東
地
域
の
東
国
諸
国
に
限
ら
れ
た
工
列
乙
類

の
形
容
詞
連
体
形
の
変
種
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
ら
う
。
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こ
の
や
う
に
考
へ
て
来
る
と
、
少
な
く
と
も
関
東
地
域
に
属
す
る
東
国
諸

国
で
は
、
形
容
詞
の
連
体
形
の
語
尾
母
音
は
、
大
化
以
前
ま
で
は
エ
列
乙
類

で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
本
来
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

す
で
に
見
た
如
く
、
甲
類

e
が
方
言
的
基
本
母
音
で
あ
っ
た
下
総
を
除
く
諸

国
で
ぱ
、
甲
類

e
よ
り
も
乙
類
e
か
よ
り
方
言
的
某
本
母
音
で
あ
っ
た
。
下

総
だ
け
が
甲
類

e
か
方
言
的
華
本
母
言
で
あ
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
か
、
臆

測
す
れ
ば
、
下
総
に
お
け
る
大
化
以
前
よ
り
の
芦
語
集
団
の
限
史
社
会
的
な

人
的
構
成
の
差
異
に
基
く
も
の
と
隠
は
れ
る
。
関
東
地
域
の
諸
国
に
お
い
て

は
、
形
容
詞
の
連
体
形
の
語
尾
母
音
は
乙
類
"e
が
古
い
東
国
語
の
母
音
で
あ

り
、
本
来
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
エ
列
音
に
は
甲
乙
両
類
の
音
韻
的
区
別

が
な
く
、
下
総
を
除
く
関
東
諸
国
に
お
い
て
は
乙
類
5e
が
優
翡
で
あ
り
、
方

言
的
基
本
母
音
で
あ
っ
た
こ
と
を
併
せ
考
へ
る
と
、
関
東
地
域
に
お
け
る
東

国
方
言
成
立
当
初
の
エ
列
母
音
は
乙
類
ら
で
あ
っ
た
ら
う
。
少
な
く
と
も
田

類

e
よ
り
も
乙
翠
e
が
古
い
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（

つ
づ
く
）

註1

、
イ
、
「
文
學
研
究
」
―
―
―
七•
-
1一八
•
四0
輯
所
戟
拙
稿
「
奈
良
朝

時
代
東
國
方
言
の
成
立
に
つ
い
て
」

ロ
、
「
文
學
研
究
」
四

1

一
輯
所
載
、
捕
稿
「
奈
良
朝
時
代
東
國
方
言

に
闘
す
る
諸
問
題
」

＾
、
「
國
語
學
r
―
-
＝
＿
輯
所
載
、
拙
稿
「
古
代
日
本
語
の
成
立
過
程
ー
一

2
、

mの
註
に
同
じ

3
、
[
万
葉
集
大
成
」
言
語
篇
所
裁
、
濱
田
敦
氏
「
助
動
詞
，
一
九
五
頁

4
、
有
坂
秀
世
博
士
「
國
語
昔
韻
史
の
研
究
’
]
六
四
頁

5

、
「
文
學
研
究
」
―
―
―
八
•
四
0
雨
輯
所
載
拇
稼

「
國
語
國
文
，
＿
―
-
四
巻
．
―
一
読
拙
稿
「
奈
良
時
代
東
國
方
言
と
そ

の
基
層
語
」

7
、
上
出
、
「
文
學
研
究
」
三
八
斡
及
び
「
國
語
國
文
」
一
一
四
巻
・
一
―

臨
所
載
拙
稿

8
、
「
京
都
大
學
文
學
部
五
十
周
年
記
念
論
文
集
’
]
所
載
泉
井
久
之
助
博

士
「
上
代
日
本
語
に
お
け
る
母
菩
粗
緞
と
母

1

音
交
替
’
-
l
o
o
―
頁

9
、
前
出
「
文
學
研
究
＇

I

111

八
輯
所
裁
拙
稿

10
、
藤
間
生
大
氏
著
「
日
本
古
代
國
家
」
第
一
章
「
古
代
家
族
」

11
、
「
人
文
研
究
二
巻
・
五
賊
所
載
、
直
木
孝
次
郎
氏
「
部
民
制
の
一
考

察
ー
大
島
孔
玉
部
を
中
心
と
し
て
ー
」
六

1

一頁

12
、
「
万
葉
集
大
成
’
l
展
史
社
會
篇
所
載
井
上
光
貞
氏
「
古
代
の
東
國
」

三一
110
頁

6 ヽ
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